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二
月
二
日
・
三
日

節
分
ま
つ
り

（
詳
細
は
五
面
）

　

令
和
六
年
甲

き
の
え

辰た
つ

歳
を
迎
え
ご
信
徒
皆
様
方
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
ご
信
徒
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
信
援
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
山
で
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
元
朝
よ
り
「
世
界
平
和
」「
国
家
隆
昌
」「
万
民

豊
楽
」「
信
徒
安
全
」「
交
通
安
全
」、
並
び
に
「
所
願
成
就
」
の
新
春
元
朝
特
別
大
護
摩

供
を
奉
修
し
、
ご
信
徒
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
一
日
、
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
中
興
第
二
十
二
世
貫
首
岸
田
照
泰
大
僧
正

よ
り
、
名
古
屋
別
院
主
監
を
拝
命
し
ま
し
た
。
主
監
就
任
に
あ
た
り
鄭
重
な
る
祝
意
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
別
院
は
昭
和
二
十
八
年
開
創
以
来
、
歴
代
主
監
は
じ
め

熱
誠
ご
信
徒
の
ご
尽
力
に
よ
り
年
々
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
祈
願
の
法
灯

を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
ご
信
徒
各
位
の
安
心
の
一
助
と
な
れ
ま
す
よ
う
、
ご
本
尊
不
動
明

王
の
ご
霊
験
ご
加
護
の
下
、
法
灯
護
持
、
愛
山
護
法
に
努
め
、
更
な
る
寺
門
興
隆
発
展
に

精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宮
本
前
主
監
同
様
ご
信
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
当
山
開
創
七
十
周
年
と
な
り
、
ま
た
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
に
当

た
る
勝
縁
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
発
願
し
た
大
師
堂
改
修
工
事
、
境
内

各
所
整
備
工
事
は
、
ご
信
徒
皆
様
の
ご
信
援
に
よ
り
滞
り
な
く
完
遂
致
し
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
年
頭
よ
り
能
登
半
島
地
震
、
航
空
機
事
故
が
発
生
し
、
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
年
が
明
け
て
も
世
界
各
地
で
の
紛
争
、
戦
闘
は
絶
え
ず
、
一
見
豊
か
な
日

本
に
も
貧
困
に
苦
し
む
多
く
の
人
々
が
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
様
々
な
困
難
に
取
り
囲
ま
れ
て
生
き
て
お
り
ま
す
。
ご
信
徒
皆
様
に
は

新
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
ご
本
尊
不
動
明
王
を
拝
し
て
頂
き
、
大
慈
悲
の
加
持
力
を
様
々

な
困
難
を
越
え
て
生
き
抜
く
拠
り
所
と
さ
れ
て
、
本
年
も
意
義
あ
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

小
豆
畑
照
観

主
監

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

謹

賀

新

年

令
和
六
年  

甲
き
の
え

辰た
つ

歳
（
２
０
２
４
年
） 
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令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
尊
い
命
を
失
わ
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
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新 年 の お 願 い ご と令和 6 年

　

大
晦
日
午
後
十
一
時
過
ぎ
、
大

勢
の
参
拝
者
が
本
堂
前
に
参
集

し
、
年
越
し
の
時
を
今
か
今
か
と

待
ち
ま
す
。

　

ま
も
な
く
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が

始
ま
り
、
新
年
を
迎
え
た
瞬
間
に

は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
善
男

善
女
が
本
堂
前
に
押
寄
せ
、
お
賽

銭
を
投
じ
て
各
々
新
年
の
願
い
を

お
祈
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
朝
午
前
零
時
よ
り
小
豆
畑
主

監
お
導
師
の
も
と
新
春
元
朝
特
別

大
護
摩
供
が
厳
修
さ
れ
、
本
堂
を

埋
め
尽
く
す
参
拝
者
は
至
心
に
所

願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
自
動
車
祈
祷
殿
に
お
い
て

も
、
新
年
初
の
交
通
安
全
・
災
難

消
除
の
自
動
車
ご
祈
祷
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。
大
師
堂
で
は
元
朝
よ

り
「
初
お
砂
踏
之
証
」
が
、
先
着

三
千
名
の
参
拝
者
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

六
日
か
ら
八
日
の
三
日
間
、
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
「
七

草
ご
印
紋
」
が
ご
信
徒
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
八
日
成
人
の
日
、
新

成
人
の
門
出
を
祝
し
、
鐘
楼
堂

下
「
千
観
亭
」
に
て
先
着
千
名
様

に
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

十
五
日
、
朝
七
時
か
ら
十
五
時
ま

で
の
新
春
大
護
摩
供
終
了
後
、
参

拝
者
に
縁
起
物
の
餅
花
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
日
よ
り
能
登
半
島
地
震
義
捐

募
金
箱
を
境
内
各
所
に
設
置
し
、

多
く
の
参
拝
者
に
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。

年
越
し
の
本
堂
前

◆
河
路
英
樹
さ
ん
、
美
絵
さ
ん
、
英
奈
さ
ん
、

正
子
さ
ん
（
名
古
屋
市
）　
﹁
こ
こ
十
年
ほ
ど
毎

年
初
詣
に
成
田
山
に
来
て
い
ま
す
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
に
か
か
っ
た
の
で
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま

し
た
。
ま
た
世
界
各
地
の
戦
争
が
終
わ
り
︑
平

和
な
世
の
中
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。﹂

◆
真
野
優
菜
さ
ん
（
扶
桑
町
）、
若
山
彩
香
さ

ん
（
名
古
屋
市
）　
﹁
中
学
の
先
輩
後
輩
で
す
。

以
前
こ
ち
ら
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
ま
し
た
。
昨
年

結
婚
し
た
の
で
家
内
安
全
を
お
祈
り
し
ま
し
た

（
左
︑
真
野
さ
ん
）。
健
康
で
充
実
し
た
一
年
を

過
せ
る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
（
若
山
さ
ん
）。﹂

◆
丹
羽
誠
さ
ん
、
真
理
子
さ
ん
、
由
梨
香
さ
ん
、

蓮
晴
さ
ん
、
田
島
彩
那
さ
ん
、
奈
和
さ
ん
、
千

暖
さ
ん
（
加
茂
郡
）　
﹁
成
田
山
に
は
親
の
代
か

ら
︑
開
山
当
初
の
頃
か
ら
初
詣
に
伺
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
長
女
の
厄
払
い
︑
孫
の
七
五
三
の

御
礼
に
来
ま
し
た
。
家
族
皆
仲
良
く
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
お
祈
り
し
ま
し
た
。﹂

◆
加
藤
恭
彦
さ
ん
、
育
美
さ
ん
、
真
規
さ
ん

（
土
岐
市
）　
﹁
三
十
年
以
上
︑
毎
年
初
詣
に
き

て
い
ま
す
。
今
年
は
息
子
の
厄
除
祈
願
に
き
ま

し
た
。
ま
た

本
年
︑
独
立

し
て
起
業
す

る
の
で
︑
健

康
で
し
っ
か

り
仕
事
が
で

き
る
よ
う
お

不
動
さ
ま
に

祈
願
し
ま
し

た
。

インタビュー

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
信
徒
皆
様
に
は
︑

ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
︑
輝
か
し
い
新
年
の
幕
開

け
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（ 2 ）

令
和
六
年

甲き
の
え

辰た
つ

歳

初

詣

一
年
の
平
安
を
お
不
動
さ
ま
に
祈
る

２０２４年

参
拝
者
で
賑
わ
う
境
内

能
登
半
島
地
震
義
捐
募
金

七
草
ご
印
紋
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厄
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
、
ま
た
前
厄
、
後
厄
の
方
々
の
息

災
を
祈
念
す
る
『
厄
除
大
祈
願
会
』
を
二
月
一
日
よ
り
三
月

十
五
日
ま
で
厳
修
い
た
し
ま
す
。
ご
本
尊
お
不
動
さ
ま
の
宝

前
に
て
厄
を
祓
い
、
平
安
な
一
年
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

厄
除
大
祈
願
会

令和６年　厄年表 （かぞえ歳）

◆
ご
祈
祷
期
間
　
二
月
一
日
〜
三
月
十
五
日

◆
ご
祈
祷
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◆
ご
祈
祷
料
　
一
金
　
五
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
一
金
　
七
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
一
金
　
一
万
円
以
上

（
全
て
の
ご
祈
祷
札
に
開
運
厄
除
お
守
り
付
）

前
厄 ２４歳

男　性

昭和５8 年生

４１歳

昭和３9 年生

６０歳

本
厄 ２５歳

昭和５9年生

４２歳

昭和 40 年生

６１歳

後
厄 ２６歳 ４３歳 ６２歳

前
厄 １８歳

女　性

３２歳 ６０歳

本
厄 １９歳 ３３歳 ６１歳

後
厄 ２０歳 ３４歳 ６２歳

昭和５7 年生 昭和３8 年生

平成１7 年生 平成３年生 昭和３8 年生

五
千
円
木
札
（
３
６
㎝
）

平成 12 年生

平成 13 年生

平成１8 年生 平成４年生 昭和３9 年生

平成１9 年生 平成５年生 昭和 40 年生

謹んで新年のご挨拶を申し上げます
令和６年 甲

きのえ
辰
たつ

歳　2024 年

　

総　
　

代　
　

山　

本　

亜　

土

　

総　
　

代　
　

田　

口　

義　

隆

　

総　
　

代　
　

水　

野　

明　

久

　

総　
　

代　
　

早　

川　

敏　

生

　

総　
　

代　
　

社　

本　

宮　

明

　

総　
　

代　
　

豊　

島　

半　

七

　

総　
　

代　
　

安　

藤　

隆　

司

　

寺
務
長　
　
　

伊　

藤　

照　

節

　

総　
　

代　
　

川　

上　

新
一
郎

　

総　
　

代　
　

武　

藤　

容　

治

　

総　
　

代　
　

松　

澤　

弘　

之

　

主　
　

監　
　

小
豆
畑　

照　

観

　

法
教
部
長　
　

大　

籔　

照　

心

　

信
徒
部
長　
　

岩　

間　

信　

夫

　

庶
務
部
長　
　

岡　

﨑　

政　

宏

貫	

首　

岸		

田		

照		

泰

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
貞
照
寺

　

会　
　

長　
　

山　

本　

亜　

土

　

副
会
長　
　

社　

本　

宮　

明

　

副
会
長　
　

安　

藤　

隆　

司

成
田
山
索
の
会

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
︱
二
四
︱
九

電
話
︿
○
五
二
﹀
二
四
一
︱
○
六
五
三

〒
４６０－０００７

吉
田
生
風
庵

成
田
山
書
道
会

日
江
井
芝
香

講

師

表　

千　

家

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
︱
二
四
︱
九

電
話
︿
○
五
二
﹀
二
四
一
︱
○
六
五
三

〒
４６０－０００７

生
風
会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

社
中

日
本
生
花
司

松
月
堂
古
流

尾		

張		

支		

部

平成 11 年生
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大
垣
市　
　

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　

田
口　

義
隆

　

〃　
　
　

西
濃
運
輸
㈱

瀬
戸
市　
　

三
峰
園
窯

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

達
伸

岩
倉
市　
　

大　

島　

庸　

介

犬
山
市　
　

大　

橋　

清　

子

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

丸
一
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

本
社
営
業
所

　

〃　
　
　

丸
一
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

藤
前
営
業
所

　

〃　
　
　

㈱
丸
高
運
輸

各
務
原
市　

㈱
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　

苅
谷　

伊

岡
崎
市　
　

足　

立　

和　

子

　

〃　
　
　

足　

立　

智　

子

春
日
井
市　

㈱
昌
和
警
備
保
障

名
古
屋
市　

㈱
笹
野
運
輸

　

〃　
　
　

ダ
イ
エ
ー
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　

ポ
ウ
ズ

　

〃　
　
　

豊
島
㈱

　
　
　
　
　
　
　

豊
島　

半
七

海
部
郡　
　

安　

井　
　
　

宏

小
牧
市　
　

誠
栄
物
流
商
事
㈱	

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

浩
志

小
牧
市　
　

誠
栄
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

北
川　

浩
二

弥
富
市　
　

桜
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

細
江　

良
枝

加
茂
郡　
　

㈱
キ
ャ
ラ
マ
ス

　
　
　
　
　
　

井
上　

奈
穂
美

岐
阜
市　
　

山
下
機
工
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

永
野　

一

　

〃　
　
　

篠
塚
流
家
元

　
　
　
　
　
　
　

篠
塚　

力
三

東
海
市　
　

ク
リ
ス
タ
ル
フ
ァ

　
　
　
　
　

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

桑
原　

三
華

　

〃　
　
　

桑　

原　

か
ね
子

犬
山
市　
　

中
村
電
機
工
業
㈱	

　
　
　
　
　
　
　

山
尾　

嘉
忠

羽
島
市　
　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・
Ｊ
Ａ

　
　
　
　
　

Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱	

　
　
　
　
　
　
　

星
野　

榮
一

江
南
市　
　

総
合
印
刷
タ
ケ
ウ
チ

　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

丈
夫

名
古
屋
市　

㈱
新
晃
製
作
所　

　
　
　
　
　

新
城
Ａ
Ｄ
工
場

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

茂
人

春
日
井
市　

㈱
松
浦
組

名
古
屋
市　

竹
内
工
業
㈱

各
務
原
市　

奥　

田　

順　

一

名
古
屋
市　

三
幸
電
機
㈱

　

〃　
　
　

㈱
ト
ー
ア
電
子　

　
　
　
　
　
　

大
澤　

太
敬
始

　

〃　
　
　

㈲
大
矢
佛
檀
店　

　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

章
博

一
宮
市　
　

一
宮
電
話
興
業
㈱	

　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

章
治

名
古
屋
市　

㈱
宇
徳
組

　

〃　
　
　

㈱
三
弘
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

デ
ィ
ン
グ
ス

北
名
古
屋
市　

大
鹿
建
設
㈱

清
須
市　
　

松
風
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

長
井　
　

剛

名
古
屋
市　

㈱
ス
ズ
キ

犬
山
市　
　

ケ
ミ
カ
ル
テ
ッ
ク
㈱

名
古
屋
市　

大
成
㈱

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

憲
博

岐
阜
市　

㈱
高
砂
工
業

羽
島
郡　

㈱
エ
ス
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
本
社

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

嘉
彦

　

〃　
　

㈱
エ
ス
ラ
イ
ン
ギ
フ

　
　
　
　
　
　
　

堀
江　

繁
幸

可
児
市　

松
田
電
機
㈱

　

〃　
　

北
斗
総
業
㈱

羽
島
郡　

㈱
三
恵
物
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

船
坂　

享
広

春
日
井
市　

長
谷
川
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

鉱

桑
名
市　
　

や
ま
が
歯
科

　
　
　
　
　
こ
ど
も
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

山
家　

良
輔

　

〃　
　
　

山　

家　

昇　

空

　

〃　
　
　

山　

家　

英　

恵

　

〃　
　
　

山
家
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　

桒
原　

葉
子

　

〃　
　
　

桒　

原　

里　

紗

名
古
屋
市　

愛
知
皮
革
工
業
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

丹
羽
郡　
　

㈱
中
村
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

名
古
屋
市　

㈱
み
や
び
技
研

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
樹

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

犬
山
市　
　

㈱
宮
岡
商
店

　
　
　
　
　
　
　

宮
岡　

壮
至

名
古
屋
市　

伊
勢
湾
海
運
㈱

多
治
見
市　

㈱
リ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

浩
司

土
岐
市　
　

㈲
熊
谷
産
業

　

〃　
　
　

㈲
熊
谷
産
業	

　
　
　
　
　

土
岐
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

小
牧
市　
　

𠮷　

田　
　
　

聡

　

〃　
　
　

野　

呂　

陽　

子

名
古
屋
市　

昭
和
土
木
㈱

　
　
　
　
　
　
　

神
野　

晋
也

小
牧
市　
　

医
療
法
人
友
愛
会

　
　
　
　
　

ミ
ナ
ミ
産
婦
人
科

名
古
屋
市　

大
成
運
送
㈱

　
　
　
　
　
　
　

安
田　

路
信

桑
名
市　
　

㈱
斎
藤
金
型
製
作
所

名
古
屋
市　

吉
田
電
氣
工
事
㈱

　

〃　
　
　

吉
田
電
氣
工
事
㈱	

　
　
　
　
　

ユ
ニ
ー
㈱
作
業
所

　

〃　
　
　

吉
田
電
氣
工
事
㈱

　
　
　
　
　

山
崎
製
パ
ン
㈱
作
業
所

可
児
市　
　

㈱
フ
ィ
ル
テ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

澤
田　

裕
二

　

〃　
　
　

泉　
　
　
　

清
文

海
部
郡　
　
名
駅
大
治
自
動
車
学
校

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

隆
博

栃
木
市　
　

㈱
阿
部

　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

実

岐
阜
市　
　

岡　

田　

貴　

子

清
須
市　
　

㈱
ウ
イ
ン
グ
オ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

上
窪　

順
一
郎

丹
羽
郡　
　

丸
栄
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

中
野　

泰
利

名
古
屋
市　

稲　

見　

恵　

子

　

〃　
　
　

小
川
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

栃
谷　

光
慶

名
古
屋
市　

㈱
エ
イ
ビ
ス

愛
西
市　
　

栄
進
物
流
㈱

小
牧
市　
　

カ
ゴ
メ
㈱

　
　
　
　
　
　

小
牧
工
場

　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

茂
樹

岩
倉
市　
　

村　

瀬　

和　

明

清
須
市　
　

㈲
紺
松

　
　
　
　
　
　
　

冨
田　

友
一

名
古
屋
市　

旭
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

勇
佑

小
牧
市　
　

ニ
ダ
イ
キ
㈱

美
濃
加
茂
市　

㈲
庭
藤
工
務
店

半
田
市　
　

㈱
協
川
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦　

亮

　

〃　
　
　

㈱
協
川
設
備

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

友
架

桑
名
市　
　

祖
父
江　

直　

久

長
久
手
市　

日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
㈱

　
　
　
　
　
　
　

牧
志　

龍
男

小
牧
市　
　

眞
和
興
業
㈱	

　
　
　
　
　
　

小
牧
工
場

　

〃　
　
　

眞
和
興
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

眞
野　

祥
典

春
日
井
市　

梶
山
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
岡　

俊

養
老
郡　
　

大
垣
電
機
㈱

　
　
　
　
　
　
　

梅
村　

幸
正

各
務
原
市　

樺
木
野　

琉　

生

　

〃　
　
　

㈲
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

　
　
　
　
　

Ｄ
ｅ
ａ
ｌ

　
　
　
　
　

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　

樺
木
野　

武

半
田
市　
　

㈲
乙
市
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦　

巌

東
海
市　
　

合
資
会
社

　
　
　
　
　
　

小
野
乳
業

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

偉
稔

北
名
古
屋
市　

堀　

田　

由　

男

名
古
屋
市　

㈱
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

康
洋

知
立
市　
　

㈱
三
立
農
機
商
会	

　
　
　
　
　
　
　

水
野　

政
行

丹
羽
郡　
　

社　

本　

宮　

明

　

〃　
　
　

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱

　
　
　
　
　
　
　

社
本　

光
永

　

〃　
　
　

福
玉
㈱

　
　
　
　
　
　
　

社
本　

光
永

　

〃　
　
　

福
玉
米
粒
麥
㈱

　
　
　
　
　
　
　

社
本　

基
宏

　

〃　
　
　
福
玉
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　

上
松　

康
歳

　

〃　
　
　

㈲
マ
ル
カ
メ

　
　
　
　
　
　
　

社
本　

崇
志

　

〃　
　
　

㈲
山
東

　
　
　
　
　
　
　

社
本　

光
永

　

〃　
　
　

社　

本　

光　

永

　

〃　
　
　

社　

本　

和　

悦

　

〃　
　
　

上　

松　

康　

歳

　

〃　
　
　

社　

本　

基　

宏

　

〃　
　
　

社　

本　

崇　

志

海
部
郡　
　

西
條
商
事
㈱

羽
島
市　
　

中　

田　

恭　

子

名
古
屋
市　

栄
光
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　

巴
山　

君
子

加
茂
郡　
　

マ
ル
共
ホ
ー
ム
ズ
㈱

　
　
　
　
　
　
　

鈴
村　

克
文

美
濃
加
茂
市　

マ
ル
共
ホ
ー
ム
ズ
㈱

　
　
　
　
　

美
濃
加
茂
事
務
所

名
古
屋
市　

弘
和
㈱

　
　
　
　
　
　
　

水
谷　

達
也

知
多
郡　
　

井　

本　

尚　

樹

名
古
屋
市　

ダ
イ
ス
ビ
ュ
ー
㈲

　
　
　
　
　
　
　

大
槻　

恭
久

名
古
屋
市　
㈱
西
部
ホ
ー
エ
ー
家
電

　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
ベ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　

中
村
本
陣
店

　
　
　
　
　
　
　

三
宅　

雄
修

員
弁
郡　
　

石　

川　

清　

栄

北
名
古
屋
市　

㈲
シ
ー
ア
ー
ル
建
装

　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

千
里

郡
上
市　
　

㈱
平
澤
商
店

西
尾
市　
　

外
山
整
体

　
　
　
　
　
　
　

外
山　

久
義

大
府
市　
　

田
村
工
業
㈱

犬
山
市　
　

ミ
ズ
ホ
エ
レ
シ
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

雅
隆

山
県
市　
　

㈱
高
富
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

睦

多
治
見
市　

啓
眞
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

啓

名
古
屋
市　
原
辰
彦
税
理
士
事
務
所

知
多
郡　
　

㈱
ユ
ー
ト
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

輝

名
古
屋
市　

岩
淵
運
輸
㈲

　
　
　
　
　
　
　

岩
淵　

泰
樹

あ
ま
市　
　

㈱
や
ま
き
建
装

名
古
屋
市　

日
豊
興
業
㈱

　

〃　
　
　

山　

本　

明　

秀

半
田
市　
　

戸　

田　

孝　

士

岩
倉
市　
　

㈲
名
協
産
業

名
古
屋
市　

三
野
屋
電
工
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

蓑
輪　

好

四
日
市
市　

新
興
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　

金
丸　

茂
夫

　

〃　
　
　

㈱
ベ
ル
フ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

ひ
な

豊
田
市　
　

齋　

藤　

義　

浩

二　

日

三　

日

新
春
特
別
大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

元　

日



令 和6年 1月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 5 ）

特別年男年女の皆さまには
裃着用の上、特別ゲストと
ともに特設会場にて豆まき
にご参加いただきます。

参加料  ３万円

特 別 年 男 年 女 豆 ま き 式
と し お と こ と し お ん な

お問い合わせは ℡ 0568(61)2583  当山信徒課まで
詳細はホームページでもご案内しております

２月３日（土）

第１回    午前 １１時半頃
第２回    午後       1 時半頃
第３回    午後     ３時半頃

浅
香　

唯
さ
ん

歌
手

開 運 厄 除 豆 ま き 式

午前 9 時から午後４時まで本堂にて
随時厳修します。ご祈祷後、豆まきに
ご参加いただきます。

（剣守、福桝、福豆、福引、 力餅付き）

２月２日（金）・３日（土）
参加料  ３千円

（祈祷札、剣守、金銀富貴守、
福桝、福豆、 末広、赤飯、御神酒、
福引、祝膳付き） 【特別ゲスト】

節分まつり成田山

〈特 設 会 場 で の 豆 ま き 予 定 時 刻〉

令和６年
 2024 年

水
野　

勝
さ
ん

俳
優



令 和6年 1月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 6 ）

　

昨
年
索
の
会
会
員
の
皆
様
に
よ

り
実
施
い
た
だ
い
た
難
病
者
激

励
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
激
励
金

が
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県

の
各
難
病
者
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
贈
呈
式
に
は
、
中
島
陸
秧
氏

（
丸
山
成
田
山
講
支
部
長
）、
小
沢

由
幸
氏
（
東
濃
支
部
長
）、
上
杉

勝
治
氏
（
四
日
市
支
部
長
）
が
出

席
し
、
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
よ

り
激
励
金
が
各
団
体
に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
山
宛
に
各
難
病
者
団
体
か
ら

礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

団
体
名
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
敬
称
略
）

【
愛
知
県
】
▼
愛
知
県
難
病
団
体

連
合
会
▼
も
や
も
や
病
の
患
者
と

家
族
の
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
・

岐
阜
）
▼
あ
お
ぞ
ら
会
「
愛
知
県

脊
柱
靭
帯
骨
化
症
患
者
・
家
族
友

の
会
」
▼
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会　

愛

知
県
支
部
▼
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
愛
知
県
支
部
▼
名
古
屋

Ｉ
Ｂ
Ｄ

【
岐
阜
県
】
▼
特
定
非
営
利
活
動

法
人
岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議

会
▼
公
益
社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ

チ
友
の
会
岐
阜
支
部
▼
岐
阜
県
心

臓
病
児
者
の
会
▼
つ
ぼ
み
の
会
愛

知
・
岐
阜
・
岐
阜
支
部
▼
岐
阜
県

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

【
三
重
県
】
▼
特
定
非
営
利
活
動

法
人
三
重
難
病
連
▼
三
重
県
網
膜

色
素
変
性
症
協
会
▼
三
重
後
縦
靭

帯
骨
化
症
患
者
友
の
会
▼
全
国
筋

無
力
症
友
の
会
三
重
支
部
▼
Ｍ
Ｓ

三
重

　

十
二
月
二
日
、
犬
山
一
心
支
部

（
支
部
長
＝
川
村
武
志
）
の
役
員

会
が
信
徒
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
会
で
は
、
支
部
現
状

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
新
年
か
ら
の
支
部
活

動
に
つ
い
て
報
告
を
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

松
浦
記

【
丹
羽
支
部
】

(

退
任)

長
瀬　

郁
夫(

評
議
員)

(

〃　

	)

田
内　

幸
一(　

〃　

		)
(

新
任)

兼
松　

伸
行(

評
議
員)

(

〃　

	)

社
本　

重
利(　

〃　

		)
(

〃　

	)

藤
田　

敏
英(　

〃　

		)
(

〃　
	)

松
本　

佳
子(　

〃　

		)
(

〃　
	)

仙
田　

王
一(　

〃　

		)
(

〃　

	)
飯
田　

正
志(　

〃　

		)
(

〃　

	)

宮
川　

基
英(　

〃　

		)
(

〃　

	)

社
本　

與
七(　

〃　

		)
(

〃　

	)

酒
井　

一
平(　

〃　
		)

(

〃　

	)

酒
井　

利
雄(　

〃　
		)

(

〃　

	)

安
藤　

政
史(　

〃　

		)

支
部
長　

井
上　

雅
弘

支
部
長　

古

田

稔

子

支
部
長　

成
瀬　
　

彰

支
部
長　

岡
部　

幸
男

支
部
長　

山
本　
　

敦

支
部
長　

剱
崎　

雅
文

支
部
長　

中
村　

富
子

支
部
長　

近
藤　

繁
雄

聖

道

支

部

剱
崎
清
友
会
支
部

金
山
橋
講
支
部

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

碧

南

支

部

港
名
古
屋
講
支
部

明
智
大
教
会
支
部

名
古
屋
成
田
講
支
部

副
支
部
長　

穂
積　

英
一

支
部
長　

古
田　

雅
彦

支
部
長　

江
口　

雅
司

小

牧

支

部

御

嵩

支

部

犬
山
成
田
山
講
支
部

支
部
長　

小

川

正

美

支
部
長　

社
本　

宮
明

丹

羽

支

部

岩

倉

支

部

支
部
長　

石
田　
　

昇

味
鋺
成
田
講
支
部

支
部
長　

植

松
　

武

支
部
長　

鈴

木
　

博

　
　
　
　

日
比
野　

篤

支
部
長　

曽
我　

孝
子

支
部
長　

中
島　

陸
秧

支
部
長　

川
村　

武
志

丸
山
成
田
山
講
支
部

犬
山
一
心
支
部

広

見

支

部

御
嵩
冨
士
支
部

岐
北
月
参
講
支
部

伏

見

口

支

部

土
田
成
田
講
支
部

支
部
長　

溝	

口　

政	

春

白

帝

支

部

支
部
長　

倉
知　

勝
治

支
部
長　

上
杉　

勝
治

四

日

市

支

部

謹
賀
新
年
成
田
山
索
の
会

支
部
長　

小
澤　

由
幸

東

濃

支

部

　

索
の
会
会
員
に
よ
り
、
社
会
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
年
間
を
通

じ
て
実
践
す
る
『
た
す
け
あ
い
合

掌
の
箱
』
難
病
者
激
励
募
金
運
動

を
、
各
支
部
の
ご
協
力
に
よ
り
実

施
し
ま
し
た
。

　

寒
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
索

の
会
会
員
皆
さ
ん
笑
顔
で
連
日
実

践
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

募
金
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
各
支
部
の
会
員
皆
様
、
並
び
に

浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
支
部
は
以
下
の

通
り
で
す
。

一
日　

犬
山
一
心
支
部
︑
丸
山
成

田
山
講
支
部

二
日　

丸
山
成
田
山
講
支
部
︑
名

古
屋
成
田
講
支
部

三
日　

丸
山
成
田
山
講
支
部
︑
名

古
屋
成
田
講
支
部

四
日　

丸
山
成
田
山
講
支
部
︑
丹

羽
支
部
︑
犬
山
一
心
支
部

五
日　

丹
羽
支
部
︑
犬
山
一
心
支

部
︑
丸
山
成
田
山
講
支
部

六
日　

丸
山
成
田
山
講
支

部
︑
丹
羽
支
部

七
日　

犬
山
一
心
支
部

八
日　

丸
山
成
田
山
講
支

部十
四
日　

明
智
大
教
会
支

部二
十
一
日　

明
智
大
教
会

支
部

二
十
七
日　

東
濃
支
部

二
十
八
日　

土
田
成
田
山

講
支
部

難
病
者
激
励
募
金

合た
す
け
あ
い掌
の
箱

難
病
者
激
励
金
贈
呈
式

令
和
５
年

役
員
会
開
催

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

役
員
異
動
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埼
玉
県　
　

川　

上　
　

新
一
郎

知
多
市　
　

森　

田　
　

満　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

節　

子

可
児
市　
　

西
川
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　

眞
樹

可
児
市　
　

松　

田　
　
　
　

遼

◆
幟

各
務
原
市　

金　

光　
　

順　

子

◆
お
供
え

各
務
原
市　

金　

光　
　

順　

子

各
務
原
市　

武　

藤　
　

容　

治

多
治
見
市　

藤　

本　
　

尚　

子

名
古
屋
市　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

犬
山
市　
　

平　

出　
　

照　

村

　
　
　
　
　

加　
　
　
　
　
　

藤

貞
照
寺
だ
よ
り

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

令
和
六
年
一
月

門か
ど
ま
つ松

　
一
対

安
岡
武
夫
様

（
各
務
原
市
）

奉
納
御
礼

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

令
和
五
年
十
二
月

星
ま
つ
り

　

星
ま
つ
り
と
は
︑
人
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
当
年
星
を
ま
つ
り
︑
そ

の
年
の
災
い
を
除
き
︑
幸
せ
を
増
長
す
る
儀
式
で
す
。

　

二
月
三
日
よ
り
七
日
間
ご
祈
祷
を
し
︑
二
月
中
旬
に
お
手
元
に
お
札

を
郵
送
し
ま
す
。
尚
︑
二
月
三
日
以
後
に
お
申
し
込
み
の
場
合
に
は
︑

受
付
後
七
日
間
ご
祈
祷
し
て
︑
お
手
元
に
お
札
を
郵
送
し
ま
す
。

合
格
祈
願
会

頑張れ

受験生！
◆
期　
　

間　

三
月
十
五
日
ま
で

◆
ご
祈
祷
料　

一
金　

五
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

一
金　

一
万
円
以
上

　
　
　
　
　

（
合
格
祈
願
ご
祈
祷
札
、
お
守
、
だ
る
ま
、
は
ち
巻
付
）

交
通
安
全
自
動
車
ご
祈
祷

◆
受
付
時
間　

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

三
十
分
間
隔
で
ご
祈
祷
い
た
し
ま
す

◆
ご
祈
祷
料　

三
千
五
百
円
以
上
、
五
千
円
以
上
、
一
万
円
以
上

五
千
円
金
襴
札

　
　
　
（
１
２
．５
㎝
）

五
千
円
木
札
（
３
２
．
５
㎝
）

一千円紙札
（２０．５㎝）

特
別
祈
願
会

◆
ご
祈
祷
料　

一
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

三
千
円
以
上

※
星
ま
つ
り
の
お
申
込
み
は
年
中
い
つ
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す

除
夜
の
鐘
つ
き
接
待
用
汁
粉

　

元
朝
午
前
零
時
、
除
夜
の
鐘
の

音
が
響
く
中
、
本
堂
に
て
新
春
元

朝
特
別
大
護
摩
供
が
厳
修
さ
れ
、

参
拝
者
は
至
心
に
各
々
の
願
い
を

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
正
月
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
昨
年
よ
り
多
く
の
参
拝
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
元
日
は
早
朝
か
ら

夕
方
ま
で
、
参
拝
者
の
所
願
成
就

を
祈
念
す
る
お
護
摩
祈
祷
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

み
お
商
店
様

（
各
務
原
市
）

令
和
六
年
（
２
０
２
４
年
）

初

詣　貞照寺では２月３日に開

運招福・厄難消除を祈願す

る節分まつりを厳修します。

皆様のご参加をお待ち申し上

げます。

節分まつり

◆日　時　２月３日（土）
　　　　午後５時・７時
◆節分券　三千円以上
　　　（福桝、福引き付）

開運招福・厄難消除祈願

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

恵
里

犬
山
市　
　

前　

田　
　

佳　

弘

美
濃
加
茂
市　

日
本
防
錆
化
学
㈱

み
よ
し
市　

大　
　
　
　
　
　

野

安
八
郡　
　

三
英
電
子
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

浩
司

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

江
南
市　
　

小　

林　
　

弓　

子

大
垣
市　
　

北　

村　
　

博　

之

知
多
郡　
　

𠮷　

田　
　

あ
さ
を

東
京
都　
　

髙　

荻　
　

宏　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講	

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

丹
羽
郡　
　

西　

山　
　

邦　

彦

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

西
春
日
井
郡　

井　

上　
　

美　

和

東
海
市　
　

㈱
シ
ン
キ
・
コ
ー
ポ

　
　
　
　
　

レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

德
道

津
島
市　
　

㈱
ヨ
シ
ヅ
ヤ

名
古
屋
市　

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

大
阪
府　
　

豊
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　

西
本　

記
代
子

常
滑
市　
　

㈱
カ
ナ
エ
製
土

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
山　

暁
洋

名
古
屋
市　

㈱
イ
ト
ピ
ー

　

〃　
　
　

㈲
ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー

伊
勢
市　
　

濱　

田　
　

益　

嗣

　

〃　
　
　

㈱
赤
福

　

〃　
　
　

㈱
濱
田
総
業

　

〃　
　
　

伊
勢
福

　

〃　
　
　
Ｉ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

濵
田　

𠮷
司

　

〃　
　
　

㈱
伊
勢
萬

郡
上
市　
　

丸
八
建
設
㈱

多
治
見
市　

バ
ロ
ー
㈱

丹
羽
郡　
　

㈲
大
矢
設
備

名
古
屋
市　

平
凡
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

千
恵

郡
上
市　
　

尾
村
美
建
㈲

可
児
市　
　

樫　

木　
　
　
　

浩

海
部
郡　
　

浅　

井　
　

勇　

詞

海
部
郡　
　

浅　

井　
　

宏　

幸

　

〃　
　
　

浅　

井　
　

美　

輝

名
古
屋
市　

横　

地　
　

希　

美

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

四
日
市
支
部

　

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
甲
辰
（
き
の
え
た

つ
）
の
歳
を
迎
え
ら
れ
、
ご
信
徒

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
の

誓
い
、
願
い
を
期
し
て
お
不
動
さ

ま
に
お
祈
り
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
さ
て
正
月
に
お
参
り
さ
れ

た
方
々
に
は
、
毎
年
同
じ
質
問
を

し
て
お
り
ま
す
。

「
今
年
の
干
支
（
え
と
）
は
何
で

し
ょ
う
か
？
」

　

そ
う
お
伺
い
す
る
と
「
ね
」
と

か
「
う
し
」
と
か
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
す
。
本
年
の
場
合
は

「
辰
」（
た
つ
）
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で「
ね
、う
し
、と
い
う
の
は
、

子
（
ね
）
丑
（
う
し
）
寅
（
と
ら
）

卯
（
う
）
の
こ
と
で
す
か
？
」
と

伺
い
ま
す
と
、大
半
の
方
々
が「
そ

う
で
す
。」と
仰
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
ら
は
通
常
『
十
二
支
』
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。
お
そ
ら
く
世

間
一
般
の
方
々
は
「
干
支
＝
十
二

支
」
あ
る
い
は
「
十
二
支
＝
干
支
」

と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

本
年
の
干
支
の
正
し
く
は
『
甲

辰
』（
き
の
え
た
つ
）
で
す
。

十
二
支
で
あ
る
「
辰
」
の
前
に

「
甲
」（
き
の
え
）
と
い
う
も
の
が

つ
き
ま
す
。
こ
の
甲
と
い
う
の
は

十
干
（
じ
っ
か
ん
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
の
一
つ
で
、
全
部
で
十
あ
り

ま
す
。
そ
の
十
干
と
十
二
支
と
の

組
み
合
わ
せ
が
「
干
支
」（
え
と
、

か
ん
し
）と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

甲
子
（
き
の
え
ね
）
と
か
、
乙
丑

（
き
の
と
う
し
）、
丙
寅
（
ひ
の
え

と
ら
）
な
ど
の
こ
と
で
、
古
く
よ

り
年
、
月
、
日
を
表
す
こ
と
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

干
支
の
数
は
六
十
あ
り
ま
す
。

本
年
（
令
和
６
年
）
お
生
ま
れ
に

な
ら
れ
た
方
々
の
干
支
は
甲
辰
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
方
々
が
次
に

自
身
の
干
支
（
甲
辰
）
を
迎
え
る

の
は
何
年
後
で
し
ょ
う
か
？

　

干
支
の
数
が
六
十
で
す
か
ら
、

六
十
年
後
と
な
り
ま
す
。
満
年
齢

で
は
六
十
歳
を
迎
え
る
年
と
な
り

ま
す
が
、
数
え
年
で
は
六
十
一
歳

と
な
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
年
の
干

支
に
還
る
と
こ
ろ
か
ら
、
数
え
年

六
十
一
歳
の
こ
と
を
還
暦
（
か
ん

れ
き
）
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
記

自
動
車
特
別
ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

令
和
五
年
十
二
月

十
二
月
の
登
山
講
社

令
和
五
年

２月の成田山行事

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

◆ご縁日　1 日・15 日・28 日
◆合格祈願会　　３月 15 日まで
◆厄除大祈願会　２月１日から
　　　　　　　　３月 15 日まで
◆節分まつり　２日・３日
◆星まつり特別祈願会　3 ～ 9 日
◆ご詠歌講習会　15 日 信徒会館 3 階
◆涅槃会　15 日　聖蘭堂
◆御影供　21 日　大師堂
◆ほうろく灸　2 1 日 　 大 師 堂
◆稲荷祭　24 日（二の午）午前 10 時
　　　　　　　　　　出世稲荷堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3 階

小
六　
　

奥
村　

桃
子

小
六　
　

野
村　

美
月

【
評
】
筆
づ
か
い
よ
く
し
っ
か
り
書

け
ま
し
た
。

【
評
】
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
す
。

紙
上
書
道
展

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

令
和
五
年
十
二
月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

令
和
五
年
十
二
月

編
集
室
よ
り

小
一　

い
し
か
わ
つ
ば
さ

【
評
】
力
強
く
書
け
ま
し
た
。


